


町
づ
く
り
報
告 

〜
直
島
町
教
育
委
員
会
か
ら
〜 

　
三
月
と
な
り
、
野
に
山
に
春
の
訪
れ
を
感
じ

る
こ
ろ
、
学
校
で
は
卒
業
式
を
控
え
た
年
度
末

と
な
り
ま
し
た
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か
ら
学
校
教
育

や
社
会
教
育
の
事
業
等
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
今
年
度
の
教
育
委
員
会
の
反
省
と
今

後
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
何
点
か
を
記
し
ま
す
。 

 

（
学
校
（
園
）
の
二
学
期
制
実
施
か
ら
） 

　
昨
年
四
月
か
ら
二
学
期
制
を
実
施
し
、
授
業

時
間
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学

力
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
実
施
し

て
い
た
高
松
市
な
ど
と
の
児
童
生
徒
の
対
外
行

事
や
教
職
員
の
研
修
参
加
等
が
、
よ
り
効
果
的

に
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
体
育
祭
も
例

年
の
秋
か
ら
五
月
に
変
更
し
、
年
度
初
め
の
各

種
団
体
の
組
織
作
り
が
十
分
で
な
い
時
期
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
支
障
も
な
く
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
市
町
合
併
か
ら
） 

　
合
併
に
伴
う
香
川
郡
で
の
直
島
町
一
町
と
い

う
こ
と
か
ら
、
学
校
（
園
）
の
種
々
の
行
事
は

も
ち
ろ
ん
、
社
会
教
育
関
係
の
行
事
や
交
流
な

ど
も
、
主
に
近
隣
の
高
松
市
や
三
木
町
と
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
の

郡
レ
ベ
ル
の
大
会
等
か
ら
大
規
模
に
な
り
ま
し

た
が
、
大
活
躍
を
し
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残

し
た
部
門
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
な
る
よ
う
応
援
を
し
ま
す
。 

 

（
子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策
か
ら
） 

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
も
い
た
だ
い
た
幼
児
学
園
や
学

校
の
取
り
組
み
か
ら
、
安
全
安
心
な
学
校
（
園
）

づ
く
り
、
町
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
な
お
一
層
の
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
り
、

町
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

（
社
会
教
育
・
社
会
体
育
か
ら
） 

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
文
化
協
会
や
体
育
協
会

を
は
じ
め
、
婦
人
会
・
子
ど
も
会
育
成
会
・
青

少
年
育
成
連
絡
協
議
会
等
々
の
深
い
ご
理
解
を

得
な
が
ら
、
各
種
事
業
の
推
進
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
の
数
の
減
少
、
高
齢
者
の
増
加
、

趣
味
や
価
値
観
の
多
様
化
等
々
、
社
会
の
変
化

に
伴
う
事
業
内
容
の
検
討
が
今
後
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
を

は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
や
ご
意

見
を
大
切
に
、
実
の
あ
る
事
業
推
進
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
こ
の
他
、
今
後
は
小
学
校
の
耐
震
工
事
、
教

職
員
住
宅
の
老
朽
化
対
応
、
中
学
校
の
大
規
模

改
造
工
事
等
々
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
事
業

も
あ
り
、
町
の
一
段
と
厳
し
い
財
政
運
営
に
も

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

　
紙
面
の
関
係
で
ほ
ん
の
一
部
し
か
記
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
昨
年
の
九
月
号
で
幼
児
学
園
の
大
賀
園
長
が

「
幼
児
学
園
の
現
状
」
等
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
直
島
小
中
学
校
の
両
校

長
か
ら
、
平
成
十
九
年
度
の
経
営
方
針
な
ど
に

つ
い
て
の
概
要
を
、
わ
ず
か
の
ス
ペ
ー
ス
で
は

あ
り
ま
す
が
、
以
下
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
開
か
れ
た
学
校
と
し
て
の
情
報
か
ら
学

校
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

（
平
成
十
九
年
度
直
島
小
学
校
経
営
方
針
（
案
）
）
 

　
平
成
十
九
年
度
の
小
学
校
教
育
は
以
下
の
二

点
を
中
心
に
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

○
幼
小
中
一
貫
教
育
と
英
語
活
動
を
中
心
に
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
す
る
。 

○
人
間
と
し
て
の
基
礎
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た

め
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教

育
活
動
を
推
進
す
る
。 

　
　
先
ず
幼
小
中
一
貫
教
育
で
す
が
、
来
年
度

も
引
き
続
き
六
年
生
が
、
中
学
校
に
行
っ
て

学
ぶ
時
間
を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
中
学
校
教
員
か
ら
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
を
な
く
す
る
だ

け
で
な
く
、
多
様
な
考
え
方
や
、
よ
り
専
門

性
の
高
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
　
次
に
英
語
教
育
で
す
。
今
ま
で
の
約
二
十

年
の
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、
小
学
校
一
年

生
か
ら
五
年
生
ま
で
は
週
一
時
間
、
六
年
生

で
は
週
二
時
間
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
み
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
学
級
担
任
が
協
力
を
し
て

進
め
る
中
で
国
際
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
他
に
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
し
て
少
人
数

学
習
や
ド
リ
ル
学
習
の
推
進
。
豊
か
な
心
の

育
成
と
し
て
道
徳
教
育
や
情
操
教
育
の
充
実
。

ま
た
、
健
康
な
体
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
水

泳
、
陸
上
、
マ
ラ
ソ
ン
、
縄
跳
び
の
練
習
等
、

初
等
教
育
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

直
島
小
学
校
校
長
　
西
　
康
比
古 

 

（
平
成
十
九
年
度
直
島
中
学
校
経
営
方
針
（
案
）
）
 

○
将
来
の
自
己
表
現
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、

基
礎
・
基
本
と
な
る
学
力
を
生
徒
一
人
一
人

に
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
い
く
よ
う
努
め

ま
す
。
中
学
校
で
は
「
子
ど
も
に
寄
り
添
い

支
援
す
る
教
師
」
を
、
め
ざ
す
教
師
像
の
一

つ
に
掲
げ
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
授
業
で

複
数
の
教
員
が
指
導
に
あ
た
っ
た
り
、
年
間

を
通
じ
て
様
々
な
補
充
学
習
や
自
主
学
習
の

場
を
で
き
る
だ
け
多
く
設
け
た
り
し
て
い
ま

す
。
生
徒
と
共
に
汗
し
な
が
ら
、
厳
し
さ
と

や
さ
し
さ
を
も
っ
た
指
導
を
継
続
し
ま
す
。 

○
ふ
る
さ
と
直
島
に
誇
り
を
も
ち
、
地
域
の
た

め
に
活
動
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
よ
う
努
め

ま
す
。
全
校
生
徒
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
生

徒
会
が
、
地
域
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き

る
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
真
剣
に

そ
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

将
来
の
直
島
を
担
う
、
た
く
ま
し
い
人
間
に

育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
日
々
の

教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

○
「
良
い
こ
と
は
良
い
。
悪
い
こ
と
は
悪
い
。」

と
し
っ
か
り
し
た
規
範
意
識
と
人
権
意
識
を

も
っ
た
人
間
を
育
て
る
努
力
を
し
ま
す
。
ど

ん
な
社
会
に
も
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
自
他
の

ち
が
い
を
認
め
合
い
、
支
え
合
っ
て
い
け
る
、

他
へ
の
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
た
人
間
を
育

て
て
い
き
ま
す
。
学
校
と
家
庭
と
地
域
が
連

携
・
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
教
育
を
め
ざ
し

ま
す
。
　
直
島
中
学
校
校
長
　
原
　
　
　
貴 

 

　
最
後
に
、
本
誌
今
年
の
一
月
号
「
第
三
十
一

回
今
年
の
町
政
の
展
望
」
で
、
�
田
孝
夫
町
長

が
書
か
れ
て
い
た
中
に
、
「
新
生
直
島
へ
ス
タ

ー
ト
」、「
気
を
抜
か
な
い
で
」
の
内
容
が
あ
り

ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

そ
う
し
た
町
長
の
思
い
を
十
二
分
に
考
え
る
と

と
も
に
、
国
に
お
い
て
盛
ん
に
審
議
さ
れ
て
い

る
ゆ
と
り
教
育
の
見
直
し
等
の
動
向
を
十
分
に

見
極
め
つ
つ
、
本
町
の
課
題
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

溝

渕

正

臣

 

教

育

長 



ふれあい通信なおしまだより 

３３月月  

16日（金）アーティスト特集2（洋楽） 

19日（月）テーマ別特集（洋楽） 

20日（火）名盤アルバム（洋楽） 

22日（木）年代別ヒット曲（洋楽） 

23日（金）1990年代ヒット曲（洋楽） 

26日（月）1980年代ヒット曲（洋楽） 

27日（火）1970年代ヒット曲（洋楽） 

28日（水）1950＆60年代ポップス（洋楽） 

29日（木）オルタナ、コア、ミクスチャー（洋楽） 

30日（金）ハードロック、メタル（洋楽） 

４４月月  

 2 日（月）アダルトコンテンポラリー（洋楽） 

 3 日（火）カントリー（洋楽） 

 4 日（水）ラウンジ、エバーグリーンポップス（洋楽） 

 5 日（木）ラヴバラード（洋楽） 

 6 日（金）新譜ヒットシングル（R＆Bソウル） 

 9 日（月）R＆B、ソウル（R＆Bソウル） 

10日（火）ヒップホップ、ラップ（R＆Bソウル） 

11日（水）ソウル、モータウン、リズム＆ブルース（R＆Bソウル） 

12日（木）ハウス（CLUB/DANCE） 

13日（金）テクノ、トランス（CLUB/DANCE） 

※番組は、予告なく変更になる場合がありますがご了承ください。 

故障かなっと思ったら 
　ボリューム・放送時間帯を確認してください。 
　故障受け付けは、113番へお願いします。 
　移転・廃止は、必ず役場総務課まで印鑑を持って手続きにきてください。 
　オフトーク通信再放送などの操作のお問い合わせは、役場総務課 
892－2222まで、お気軽にお問い合わせください。 

３月１６日からのオフトーク通信4ＣＨの番組表です。 
どうぞ、お楽しみください。 

防災 
コーナー さまざまな自然災害 No.2

☆早めの避難を 
　浸水の心配があれば、大切な家財は高い場所に上げ

ます。オフトーク通信に注意するとともに、隣近所、

自主防災組織とも情報交換をし、避難のタイミングを

逃さないように。目安の一つは水深です。水がひざ下

であれば、運動靴をはいて避難所へ向かいます｡長靴

は水が入って重くなり脱げてしまいます。側溝にはま

らないよう、道の端は避けましょう。避難したくても、

水深が深くなっていれば、迷わずに役場や消防団に救

助を要請しましょう。街中にいる場合は、水がたまり

やすい地下空間に近づかないことです。 

 
☆豪雨による土砂災害 
　2004年の風水害による被害のうち、10月末に日本列

島を縦断した台風23号は、九州や四国に最大で日雨量

500ミリを超える大雨をもたらしました。この雨によ

り各地で土砂災害が起こり、土砂崩れによる死者は全

国で30人に及びました。 

　雨による土砂災害で、危険性が高まる目安は、①降

り始めからの雨量が100ミリ以上②1時間に20ミリ以上

の雨といわれています。｢20ミリの雨」というのは、「傘

をさしてもぬれる。側溝がたちまちあふれる」ような

状態です。 

　そのほか、「地盤に段差ができたり、ゆるんでいる」

「斜面から水が吹き出ている」「川が急に濁り出した」

など、見慣れない変化に気づいたら、その場から離れ

役場などに連絡しましょう。 

いよいよ、今月で、この防災コーナーで命を守る防災ハンドブックの連載を終了します。 

非常メモ1 

　｢避難勧告｣は災害対策基本法に基づいて、市町村長が

住民に危険が迫っていると判断した場合に出されます。

さらに、｢急を要する｣際には、避難のための立ち退きを

指示する｢避難指示｣となります。場合によっては、警察

官や海上保安官が出すこともあります。 

　日ごろから避難先、避難ルートを確認しておきましょう。 

非常メモ2 

　日常の防災の役割を日ごろから家族で話し合いましょう。

月に１回程度、家族そろって｢防災会議｣を開き、非常持

ち出し品のチェックや入れ替え、万一の時の連絡方法や

避難場所を確認しておきましょう。 



お問い合わせ先 

環境水道課　　1892-2225

お問い合わせ先 

香川県直島環境センター　　1892-2981

※第５水曜日は収集しませんので、ご注意ください。 

ごみの出し方について（お願い） 

【燃えるごみ・紙類の収集日】 

月曜日・木曜日 

火曜日・金曜日 

 

積浦・本村・文教区・納言様・ヘキ・才ノ神地区 

宮ノ浦（全地区）・宮社・鷲ノ松地区 

【燃えないごみ・資源ごみ・発泡スチロールなどの収集日】 

毎月第１水曜日 

　〃 第２水曜日 

　〃 第３水曜日 

　〃 第４水曜日 

積浦・本村・文教区・納言様・ヘキ地区 

宮ノ浦（全地区）・宮社・鷲ノ松・才ノ神地区 

積浦・本村・文教区・納言様・ヘキ・離島地区 

宮ノ浦（全地区）・宮社・鷲ノ松・才ノ神地区 

１，ごみは、町指定のごみ袋（可燃ごみ袋・空カン専
用袋・資源ごみ専用袋・不燃ごみ専用袋）にきちん
と分類して、決められた収集日の午前8時30分まで
に出してください。 

２，紙類は、種類ごとにひもで十字にしばって出して
ください。 

　　ダンボール箱については、箱のまま出さないでく
ださい。 

３，生ごみは、ゴミ収集ステーションの衛生面やごみ
焼却の効率化などから、水気を十分にきってから出
すようにお願いします。 

４，ごみは、決められた収集日以前には出さないでく
ださい。 

５，ゴミ収集ステーションは、各地区に設置していま
すので、ごみ収集日には、必ず自宅に最も近いゴミ
収集ステーションにごみを出すようお願いします。 

６，ガラスびんやペットボトルは、大切な資源として
再利用するために、分別して出していただいていま
す。 
　　ごみを出す際には、必ずキ
ャップをはずして、中を洗浄
してから、指定されたごみ袋
（資源ごみ専用袋）に入れて
出してくださいますようご協
力をお願いします。 

香川県直島環境センター　　　 
　　　臨時職員の募集について 

１．募集人員　　１名 

２．受験資格 
　（１）昭和23年４月２日から 

　　　　平成元年４月１日までに生まれた者 

　（２）パソコンの基本操作 

　　　（ワード、エクセルなど）ができる者 

３．試験の方法 
　臨時職員に採用されるためには「香川県臨時職員登

録試験」を受検し、合格することが必要です。 

　（１）試 験 日　平成19年３月20日（火）９時から 

　（２）試験場所　香川県直島環境センター 

　（３）試験内容　筆記試験、面接 

４．採用及び勤務時間等 
　　　平成19年４月以降　月曜日から金曜日の週５日、 

　　　１日７時間45分（８：30～17：00） 

５．申込み、問合わせについて 
　（１）申込み受付期間 

　　　　　３月12日（月）から３月15日（木） 

　（２）申込み先・問合せ先 

　　　　　香川県直島環境センター（1892－2981） 

　香川県直島環境センターにおいて、一般事務補助に

従事する「臨時職員」を募集します。 

香川県直島環境センター　　　 
　　　嘱託職員の募集について 

１．業務内容　香川県直島環境センターでの分析及び 
　　　　　　　副成物管理業務 

２．応募資格 
　（１）64歳以下（平成19年４月１日現在） 

　（２）分析業務に経験がある者 

3．採用及び勤務時間等 
　　　平成19年４月以降　月曜日から金曜日の週５日、 

　　　１日７時間45分（８：30～17：00） 

就職ご希望の方、また、詳細につきましては、３月16

日までに下記にお問い合せください。 

　香川県直島環境センターにおいて、分析業務等に従

事する「嘱託職員」を募集します。 

新刊図書のご案内 

　教育委員会ではベストセラーなどの図書を多数購入

し、西部公民館図書室に備え付けました。一般用75冊、

幼児・児童用68冊です。町民の皆様のご利用をお待ち

しています。 



お問い合わせ先 

役場住民福祉課国民年金係　　1892-2226

お問い合わせ先 

（社）香川県浄化槽センター　1087-881-8600   
ホームページ 

http://www1.quolia.com/kjc/　（社）香川県浄化槽センター 
http://www.pref.kagawa.jp/haitai/　香川県廃棄物対策課　  

 

受けてください浄化槽の法定検査 

　生活排水をきれいにし、環境保全に大きな役割を果

たしている浄化槽。この浄化槽を設置されている方に

は毎年浄化槽の保守点検、清掃、法定検査の３点を行

うことが義務付けられています。 

　法定検査は、毎年１回の水質検査などで浄化槽がち

ゃんと機能しているかどうかを、指定検査機関（（社）

香川県浄化槽センター）で調べてもらう重要な検査で

す。これまではこの検査制度の周知が十分でなかった

こともあり、多くの方がこの検査を受けておられませ

ん。このままでは浄化槽本来の機能が発揮できず、川

や海の汚れがひどくなります。 

　そこで、浄化槽を設置しているすべての人に、制度

の周知も兼ねて（社）香川県浄化槽センターから法定

検査の受検案内が郵送されますので、趣旨をご理解い

ただき、受検されておられない方はぜひこの機会にお

申し込みください。 

検査料は、10人槽までが、5,400円です。 

浄化槽の正常な機能を保つことにより、美しい自然環

境を次世代の子ども達に受け継ぐ事につながります。

ご理解とご協力をお願いします。 

国民年金保険料の納付は 
口座振替で前納がお得です 

　国民年金の保険料が平成19年４月から、月額 14,100

円になります。 

　前納制度は１年分、６ヶ月分等の一定期間分の保険

料をまとめて納めると、保険料が割引される制度です。

また、口座振替で前納するとさらに割り引かれます。 

　●前納の割引額（平成19年度価格） 

情報 
BOX
情報 
BOX
情報 
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今月の納付期限 

国民健康保険税……………第10期分 

介護保険料（普通徴収）……………第10期分 
 

納付期限 ４月２日 

◎日　時　３月２０日（火） 
　　　　　9：00～12：00 

◎場　所　西部公民館 

◎相談員　土井　　厚 

　 

※お気軽にご相談ください。 

税務課からのお知らせ 行政相談 

“たばこは町内で買いましょう” 
直島町内で販売された“たばこ”の税は直島町に入ります。 

 

６ヶ月全納 

１ 年 前 納 

現金納付 

６９０円 

３,０００円 

口座振替 

９６０円 

３,５５０円 

ちょっといいはなし 

　４月に執行されます第16回統一地方選挙のキャチコ

ピー（統一標語）選考会が香川県選挙管理委員会、及

び香川県明るい選挙推進協議会において開催され、応

募作品296作品から直島町本村の堺谷敏子さんの統一

標語作品が最優秀作品に選ばれました。 

 

　最優秀作品 

「まず投票　あなたが主役の郷土（まち）づくり」 

　４月に執行される香川県下の選挙啓発活動統一標語

に活用されます。 

直島町選挙管理委員会 

予備自衛官（一般・技能）募集 

受付期間：平成19年１月10日～19年４月７日まで 
応募資格：一般－18歳以上34歳未満 
　　　　　技能－18歳以上で保有する技能に応じ 

　　　　　　　　55歳未満 

試 験 日：平成19年４月中旬 
合格発表：平成19年５月下旬 

　詳しくは自衛隊高松募集案内所へお問い合わせくだ

さい。　　1087-861-2590



玉野市立図書館の図書資料等利用に関する協定書調印式 

　直島町の住民が玉野市立図書館を利用して図書資料等を借り受ける場合、これまでは直島町教育委員会で手
続きし、さらに玉野市立図書館で利用者カードの発行をしてもらう必要があったのを、玉野市のご協力により、
直接玉野市立図書館で手続きすれば利用が出来るようにとのことで、平成19年２月20日（火）玉野市役所市長
室において「玉野市立図書館の図書資料等利用に関する協定書」の調印式が、玉野市長及び直島町長他出席の
もとに行われました。 
　玉野市のご理解ご協力に感謝します。 
　なお、当該協定書は、平成19年４月１日からの適用となっており、詳しいことは改めてお知らせします。 

お問い合わせ先　教育委員会事務局　1892－2882

　２月４日（日）西部公民館で「青少年ふれあいのつどい」が開催されました。 

　今回は小学生が41名、高齢者の12名参加があり、小学生は体育指導員からニュースポーツの競技方法

について指導を受けたり、高齢者の方といっしょにうどん作りをして楽しい時

間をすごしていました。 
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CAMERA REPORT
カメラ 
  リポート 
カメラ 
  リポート 
カメラ 
  リポート 

お祝い訪問 
「ますますお元気で」 

満１００歳 
 　平成19年１月30日（火）�田町長が、今月満100歳

を迎えた辰亥ミサヱさん・田中竹野さんを訪問しました。 
　町長が「満百歳おめでとうございます。ますますお
元気で長生きしてください。」と記念品を手渡すと、
とても嬉しいと感激されていました。 

青少年・高齢者教室 交流会開催 青少年・高齢者教室 交流会開催 青少年・高齢者教室 交流会開催 
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住民検診について 

☆　ご協力ありがとうございました　☆ 
八日山墓地無縁墳墓移設工事が終わりました 

　昨年10月から12月にかけて行われた八日山墓地無縁墓移設工事が１２月２８日をもって皆さんの協力により無

事に終了いたしました。工事期間中はいろいろとご迷惑をお掛けいたしました。皆様のご協力誠にありがとうご

ざいました。 

　工事終了後の八日山墓地運営等については、今後も本村自治会にご協力いただき、維持管理に努めてまいりた

いと思います。なお、本村墓地の使用者の方に以下の件についてご協力をいただけますようお願いいたします。 

※ 墓地の使用方法 ※ 

　◎墓地を新設するには・・ 
　　①本村自治会長、役場担当者の立会のもと場所を決める。 

　　②石材店等と契約後、墓所完成予想図を依頼する。 

　　③役場に墓地使用申請書、墓地図面、埋葬許可書、自治会長の承諾書、周辺墓地所有者の承諾書、墓所完成 

　　　予想図、その他必要と認められる書類を提出する。 

　　　※ 但し、使用面積は２㎡以内とする。また、通行の妨げにならない所に設置すること。 

　◎墓地を撤去するには・・ 
　　①石材店等に相談をして見積もりを取り、撤去を依頼する。 

　　②撤去する墳墓の建てられていた場所について役場へ返還届を提出する。 

　　③撤去工事が完了したらその日のうちに役場に連絡をして、現状確認をしてもらう。 

　平成19年度の住民検診が４月から始まります。 

　今までは、一つの検診を年１回しか実施していませんでしたが、平成19年度からは、受診機会を増やし、より

検診を受けやすいよう、年２回実施することとなりました。 

　検診の年間計画として、下記の日程を予定しています。 

　子宮がん検診と乳がん検診については、同時に行うことが受診しやすいという利点があり、同日検診を予定し

ています。 

　春に行う乳がん検診は、マンモグラフィ検診のみで視触診検診はありません。 

　秋に行う検診では、マンモグラフィ検診と視触診検診を行います。春にマンモグラフィのみ受診して、秋に視

触診のみを受診するということも可能です。 

　詳しい日程につきましては、広報とオフトークでお知らせしますが、検診対象者の方には、個人受診票もお渡

しします。受診票が来ていない場合でも、受診することはできますので、直接検診会場に起こし下さい。 

　ご不明な点・お問い合わせは、役場住民福祉課（1892－3400）までお電話下さい。 

　今回の工事中、墳墓の建立の様子もなく、ただ場所だけをとっているようなところが見られました。

八日山墓地は個人と町が売買契約を結び建立予定地を決められる制度で管理しているところではあり

ません。すぐに建立の必要がないのにもかかわらず、建立予定地を先に決めておくことは、自治会も、

町としても認めておりません。場所取りの目的で石をおいたりブロックで囲んだりしているところに

ついては、以後早急に撤去して下さいますようお願いします。 

　なお、ご質問等がありましたら、役場環境水道課（1892-2225）へご連絡下さい。 

重
要
な
お
知
ら
せ
 

胃検診（３日間）・結核・肺がん検診（２日間） 

子宮がん検診（２日間）・乳がん検診（マンモグラフィ検診のみ）－２日間 

胃検診（１日のみ）・結核・肺がん検診（１日のみ） 

子宮がん検診（２日間）・乳がん検診（視触診・マンモグラフィ検診）－２日間 

基本健康診査（３日間） 

基本健康診査（１日のみ） 

４月～６月 

9月～11月 

8月 

11月～12月頃 
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平成19年度国家公務員採用試験日程 

　 試 験 の 種 類 　  

海上保安学校学生採用試験（特別） 

国 家 公 務 員 採 用 Ⅲ 種 試 験  

刑 務 官 採 用 試 験  

入 国 警 備 官 採 用 試 験  

皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験  

航空保安大学校学生採用試験 

海上保安学校学生採用試験  

海上保安大学校学生採用試験 

気 象 大 学 校 学 生 採 用 試 験  

申 込 受 付 期 間 

４月２日（月）～４月９日（月） 

６月26日（火）～７月３日（火） 

 

 

７月24日（火）～８月７日（金） 

 

 

８月30日（木）～９月11日（火） 

第１次試験日 

５月20日（日） 

９月９日（日） 

９月23日（日） 

 

９月30日（日） 
 

 

11月３日（土） 
11月４日（日） 

　 試 験 の 種 類 　  

国 家 公 務 員 採 用 Ⅰ 種 試 験  

国 家 公 務 員 採 用 Ⅱ 種 試 験  

国 税 専 門 官 採 用 試 験  

労 働 基 準 監 督 官 採 用 試 験  

法 務 教 官 採 用 試 験  

航 空 管 制 官 採 用 試 験  

申 込 受 付 期 間 

４月２日（月）～４月９日（月） 

４月13日（金）～４月24日（火） 

 

４月２日（月）～４月13日（金） 

 

７月24日（火）～８月７日（火） 

第１次試験日 

４月29日（日） 

６月17日（日） 

 

６月10日（日） 

 

９月30日（日） 

【大学卒業等程度】 

【高等学校卒業程度】 

※詳しい内容については　〒760－0068　高松市松島町1－17－33　人事院四国事務局　第二課試験係 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL（087）831－4765まで 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［人事院ホームページ　http://www.jinji.go.jp/］ 

遺言・相続に関する無料法律相談 
日　　時　平成19年４月15日（日）午前10時～午後４時 
場　　所　高松市丸の内２－22　香川県弁護士会館 
相談場所　面談による相談（30分程度） 
　　　　　電話相談は実施しません。 

相談費用　無料 
主　　催　香川県弁護士会 
予　　約　必要（完全予約制） 
　　　　　４月13日（金）まで受付 

　　　　　予約電話番号　087－822－3693

１.日　時　平成19年3月20日（火） 
　　　　　 午後4：00受付　4：30開催 

２.場　所　直島町役場2階大会議室 

３.内　容 

　〇立候補受付に伴う各種届出書について 
　〇選挙運動について 
　〇選挙運動用通常葉書差出票について 

以上のことを中心に説明会を開催します。 

第１６回統一地方選挙に伴う 
立候補予定者に対する説明会の開催 

※当日は、高松北警察署・直島郵便局からも説明が 
　あります。 
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医療費を大切にしましょう！ 医療費を大切にしましょう！ 

国民健康保険についてのお問い合わせは、役場住民福祉課　国民健康保険係（1892－2223）まで 

（今月の「アクアウォーキング教室」は、3月15日（木）13：10より福祉センター温水プールにて開催します。） 

　この度、厚生労働省より平成19年度の高医療費による指定市町村の発表があり、直島町が昨年に続き3回目の指定を受け

ることになりました。 

　指定の目安となる地域差指数（全国平均を１とした場合の医療費の指数）は、昨年の1.397は下回りましたが、1.353

と極めて高い指数となりました。 

　下のグラフでも分かるように、入院に対する医療費が全国平均の1.644倍と異常に高いのがよく分かると思います。 

　この国の指定を受けますと、国・県からの補助金が減額される可能性が非常に高く（平成15年度に指定を受けたことに

より、平成17年度は約300万円補助金が減額されました）、補助金が減額されますと国保財政が厳しくなり、不本意ながら

今後更に保険税を引き上げなくてはならなくなります。 

　高医療費の要因としましては、まず受診率の高さが考えられますので、離島という特殊事情はありますが、同じ病気で複

数の病院にかかるのは絶対に止めましょう。また、健康診査の受診率が低く病気の早期発見が出来ていないのも要因の１つ

と考えられますので、必ず健康診査は受診するようにしましょう。 

　みなさん1人ひとりが健康に関心を持ち、医療費と保険税の抑制に努めましょう。 

～ 国民健康保険医療費適正化指定市町村に ～ 

医療費を大切にしましょう！ 

平成17年度 保険給付費の比較 

■直 島 町  

■全国平均  

112,020,685 

68,154,395

94,292,733 

84,294,777

206,313,418 

152,449,172

225,000,000

200,000,000

175,000,000

150,000,000

125,000,000

100,000,000

75,000,000

50,000,000

25,000,000

0
入　院 入院外 合　計 

112,020,685

68,154,395
94,292,733 84,294,777

206,313,418

152,449,172

　３月29日（木）午後２時から本村の民生会館で、
玉野市宇野の井上眼科院長 井上 康先生による
健康講演会を開催します。 
　先生をご存知の方もたくさんおられると思い
ますし、折角の機会ですので、是非みなさんお
誘い合わせのうえお越し下さい。 

　今お持ちの国民健康保険被保険者証の有効期限は３

月31日までとなっておりますので、下記の日程により

必ず更新して下さい。 

◎実施期間と場所 
　●平成19年３月22日（木） 

　　西部公民館　９：30～15：00 

　●平成19年３月23日（金）～30日（金） 

　　役場住民福祉課窓口　８：30～17：15 

◎切り替えに必要なもの 
　印鑑・古い国民健康保険被保険者証（白地に紫色） 

井上先生による 
健康講演会の開催について 国民健康保険被保険者証の更新に 

ついて 

お 知 ら せ  
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地域包括支援センターだより 

　デイサービスやホームヘルプサービス等の介護（予防）サ
ービスを受けるには、認定を受けなければならないんだけど、
直島ではどのくらいの人が認定を受けているんですか？ 

　介護サービスを受ける人がどんどん増えてゆくとどうなりますか？ 

　介護に必要なお金が増え、介護保険料を上げなくてはならないし、
皆さんの税金からもどんどん費用を投入しなければならなくなりま
す。 

　それは大変。みんなで元気高齢者になれるよう少しでも努力しなく
てはいけないんですね。どうすればいいんでしょう？ 

　その人その人にあった方法がありますが、基本は頭と体と心を動か
す事ですね。年だからといって何もしないでいると、介護モードにま
っしぐらです。  
　さあ今日からできることにチャレンジしましょう！ 

香川県市町別要介護・要支援認定率 

　表のとおり、直島町の認
定率は県下17市町のうち
高い方から７番目です。 
　２～３年前はかなり低か
ったんですけど、ここのと
ころ増えてきています。 
　表には高齢化率もあわせ

て表示してい
ますが、この
高齢化率と認
定率が一致し
ていないとこ
ろが面白いで
すね。これぞ
地域間格差で
すね。 
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認 定 率（H18.3.31 現在） 
高齢化率（H18.9.30 現在） 

認定率=
要介護・要支援認定者数（満65歳以上のみ） 

満65歳以上人口 



 


